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S58

長浜城再建

博物館都市構想
-長浜らしく美しく住む-

踊り場から減少傾向へ 1期
民／小規模連鎖型

2期
公／大規模再開発型

21市民会議
・ JR直流化

・ 長浜ドーム建設

・ 長浜バイオ大学誘致

ベンチャー型

エリアリノベーション
の反響と加速

×
個店連鎖型

北近江秀吉博

愛・地球博 中心市街地活性化基本絵企画

黒壁ガラス館オープン

湖北の暮らし案内所どんどん BIWAKO PICNICBASE

長浜御坊表参道石畳化

H1 H8 H17 H21 H28 R3 R4

KOKOKU
konefa

H22

HUB
アイディア&エネルギー

HUB郊外からの
イノベーション ニッチからメジャーへ

湖の辺のまち長浜未来ビジョン

(株)黒壁 まちづくり役場 (株)新長浜計画プラチナプラザ (株)トライメート (株)まちの駅神前西開発(株) 長浜まちづくり(株) えきまち長浜(株) (株)湖北ライフ
スタイル研究所

長浜倶楽部(株)

03



04



○ 経済都合で判断する範疇を超えたタイムスケールの中に存在。

歴史的な空間について

○ 社会システム、⽂化、思考、記憶 ... がデポジットされている。

○ どう活かすか ≒ どんな都市を描くか ≒ どんな豊かさを描くか、
合理性や画⼀性に縛られない思考回路を育み、発想を引き出せる。
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「商う」に活かす 「育てる」に活かす

歴史的な空間について

消費経済の中では ●●経済の中では
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× 商いとは無縁

○ 商いの成⻑と結びつく

歴史的な空間について

⼈が成⻑して、
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平成のまちづくりから学ぶ
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ランドマーク消失危機

買い戻すための出資

ガラス事業のコンテンツ化

09

主体性

発想⼒
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20

v博物館都市構想／優れたビジョンと多様な担い⼿たち
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空き家

賃料

コンテンツ

売上

資
投

収
回 集客再投資
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空き家

賃料

コンテンツ

売上

資
投

収
回 集客再投資

街路舗装

博物館

アーケード アートイベント

園遊会

大河博覧会

盆梅展曳山まつり
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空き家

賃料

コンテンツ
DOWN

DOWN

テナント撤退 売上
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×暮らしの流出

エンジンを回してきたが...

×空洞化の⼤極は進⾏

×⾼齢化の進⾏

主体性を伴う発想⼒が低下

15

×特定業種の偏在



歴史的な空間 商業観光× ＜＜ 消費意欲を刺激

歴史的な空間 ●●●●× ＜＜ ●●●●を刺激

平成のまちづくり

次代のまちづくり
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次代へ向けた取り組み

17

①起点／アイディアとエネルギーが集まるHUB
② 展開／町並みの再起動



①起点／アイディアとエネルギーが集まるHUB

18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



高
齢
化
と
空
洞
化
が
進
む
ま
ち
な
か
だ
け
で
は 

こ
れ
か
ら
を
引
張
る
エ
ネ
ル
ギー

が
足
り
な
い。 

 

ま
ち
の
周
縁
で 

あ
た
ら
し
い
尺
度
を
創
り
出
し
て
い
る
人
た
ち
と
会
い
た
い。 

冨田泰伸 

Mr.O 

KOKOKU 

佐野元明 

Hiwasaki 
笠原憲 
茂森仙直 
居川功二 
菅井竜治 
 
 

中嶋篤 
Jyajima 
立見真実 
伊藤真希 
SMaeda 
 
 
 

立見茂 

konefa 家倉敬和 
清水大輔 

七里俊光 
高田充 

あふみ舎／宇留野元徳 
Tetra／池田友紀子 
さざなみ古書店／中村恭子 
ナガジン／村上裕一 
中山郁英 

Ktaga 
宮本考昌 
池田周平 

シェアハウス絹市 
長浜町家再生バンク 

アイザック・モーガン 

『コホクキャンパス』 
『afumi』 

Mr.K 

滋賀県立大 宮崎くん 
黒崎くん 

DADAジャーナル 井上さん 

TRANSIT

『長浜暮らしノート
植田淳平 

』 

千田宇平 

MOTOKO 

ソトコト』 
指出一正 
『

NANAO Pottery 
土井詩子 
山路祐子 
gatto 
cafe nanashi 
どれみファーム 
もやもやクッキングスクール 
English Bar 
the first 
benicolors 
クリースクール 

『TSUNAGU』 

川瀬さん 
野元さん 
川島さん 

肥田さん 
丸本さん 
三田さん 

三上由貴 

常喜さゆり 

Bistro Mori 
+muffin 
evo-see 
ちょうちょむすび 
円卓 
カエボノ 

暮らシフト 
OFURO de Gohan 
大人のための絵本会 
ローズウィンドウ 冷えとり研究部』 

居川美保 
木原晶子 
竹村美穂 
タテミマミ 

『さかだちブックス』 

リトルクリエイティブセンター 
長良川デパート 
やながせ倉庫 
サンビルマーケット 
まちでつくるビル 
『大人の修学旅行』 

穂苅耕介 
シーンデザイン 
MYROOM 
CLAMP 

『メゾンデテ』 

ウィギーカンパニー 
PLUS SPOT 

『

『ティーハウス』 
  小林雅弘 

『カフェひよこまめ』 
  Hyodo 

『LUCK FISHING & LIFESTYLE』 
  椋田真志 

『長濱レザー』 
  町本卓也 

北山茂樹 
池田周平 
桐畑淳 

井口慎吾 
宮下栄次 
三浦健 

!"#$!%&""'%(%)**+%,$+'*- 
冨田酒造 
長濱浪漫ビール 

藤井本家 
木下実験室 

スエヒロ 
綾部豆腐 

はんのき農園 
みたて農園 

CIRCLRS　友田寛昭　郡山昌清 

鈴木淳　今村ひろゆき　吉橋
Aterier 

KIRA亮 
nagahama　アイメディア横田真幸 

コ
ロ
ナ
禍
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×肌感覚だけで企画・実⾏

より⼤きなHUBの運営

× システムやテーマだけに頼った企画・実⾏

○ゆるやかな連携の機会を地道に継続
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⽶川よろず会議
・ ⾝近な⽔辺への関⼼
・ ⾼齢・空洞化を懸念する地元と現役世代の接点
・ ３世代が協⼒してトライした「川床」
・ コロナ禍のブレーキ
・三島市の源兵衛川に学ぶ
・「親⽔」と「治⽔」異なる視点と⽴場のギャップ
・ 第 3 極に描いた「利⽔／マイクロ⽔⼒発電」 
・ ⼩学⽣、⾼校⽣、⼤学⽣、研究者たちとの共創
・ 視点や⽴場を超えたトライ
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約17％が
コンクリートやアスファルトの

空き地や駐⾞場

※駐⾞場はGoogle Mapで確認（丸⼭泰誠）

⇒透⽔性コンクリートに
→⽶川への
・流出量減
・流出時間遅
ができるのでは？

⽶川の集⽔域
2,005,422㎡

駐⾞場
346,909㎡

⻑浜楽市の駐⾞場が
駐⾞場の5％を占める!
(188,77㎡) 

⾬庭が⽶川の救世主だって︖
1 . ⾬ 庭 の 話

イギリスのスーパー（ASDA）の⾬庭

※駐車場は，Google Mapで目視で確認（丸山泰誠）

⽶川流域の駐⾞場を⾬庭にしたら

駐⾞場の⼀部に⽔がしみこ
みやすい場所をつくって、
花だんに⽔をみちびくよ。
すると、⼟や草⽊が泥や汚
れをすいとって、きれいな
⽔だけが川にもどるんだ！

⽶川の駐⾞場の量を調べてみたよ。なんと、
流域の17%が駐⾞場だったんだ！
これらを、全て⽔が浸みこみやすい⾬庭に
かえたらどうなるんだろう・・・？

いま もし雨庭にしたら

85.53m85.79m

⽶川の⽔位が25cmも下がった！

⾬をためる庭だから、
⾬庭だよ！

2 . 昔 の ⽶ 川 の 話

⽶川の上流には、昔は⽥んぼがたくさ
んあったんだ。でも、⼈がふえて、道
路や家がたくさんできて、⽔が地⾯に
しみこまなくなっていったよ。すると
⽶川に急に⽔があつまって、⽶川の近
くに住む⼈々が危ないんだ。だから、
⽔を別の⽅向に流れるようにする⻑浜
新川がつくられたよ。でも、豪⾬の時
は、いくら⻑浜新川が頑張ってくれて
も、洪⽔を防げないこともあるんだ。

1947年国土地理院（米軍写真）

現在 Google Map

⻑
浜
新
川

（
放
⽔
路
）

⽶川

⽶川

2 . ⻑ 浜 オ リ ジ ナ ル の ⾬ 庭 を つ く ろ う
⻑浜には伝統的な枯⼭⽔のお庭がある
んだよ。これはまさに⾬庭！
これを参考にして、空き地や駐⾞場に
⻑浜独⾃の素敵な⾬庭をつくろう！

絵 ： 須 尭 朱 ⾥

京都市
https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/000029
1580.html

京 都 で は 、 ま ち な か の
交 差 点 に ⾬ 庭 が あ る よ

⾬庭は、⽣き物のすみかになり、
まちをすずしくしてくれるよ。

安藤家の庭
作成：滋賀県⽴⼤学 安⽥希亜良

⼟なら⽔はゆっくり流れるよ

アスファルトだと⼀気に
⽔が川へ集まるよ

しみこむ！

びゅーん！

街中にグリーンインフラを

⽶川流域の駐⾞場割合
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20:00(計算開始4:00)

どんどん

⽶川流域の17％を占める駐⾞場の
浸透能をあげると
⽶川の⽔位が25cm下がった

現況 透⽔性アスファルト
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街中にグリーンインフラを

結果
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○ ⼿付かずの領域は成⻑の機会 ＜＜ 歴史的な空間にデポジットされている

○ 公⺠が連携して進んでいく状況へ注がれる⾼い関⼼

○ ⼈が育つ機会 ＜＜ 産業との結びつき
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②展開／町並みの再起動
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（凡例）

空き家

再生町家

解体／改築

128軒

52軒

68軒

バンク関与 65軒

（100軒）
前年値

（66軒）

（60軒）

（45軒）
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まちの将来を思考する主体

主体性を伴う発想⼒が低下

「住」機能

採算性が低い

複合化

⾯的な活⽤
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○ ⾯的な展開／複合化による採算性向上

○ 良質な住まい／年間3,000⼈の流⼊⼈⼝の受け⽫

○⼈×企業×地域／特化した2-3割へ訴求する理想のワーク＆ライフ
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空き町家100軒の再⽣効果

44

○ 720⼈の居住基盤
（空き家100軒を活⽤×3世帯×2.4⼈）
→まちなか連合⾃治会⼈⼝の8.3%

○ 9.2億円の⽣活市場拡⼤
（年間⽀出307万円×300世帯）

○ 1.5億円の住⺠税増加
（平均年収510万円に基づく住⺠税51.5万円×300世帯）

○次代に向かうまちづくりの機運



○ サブリース100サイクルに伴うファイナンス

○投資規模、収益規模、税収規模

○ 変化に対応する柔軟な企画⼒

空き町家100軒の再⽣体制

・空き家問題は所有者に委ねたままでは解決しない
・事業⽤定借など所有と利⽤の関係整理
・利⽤主体の公益性評価と公的⽀援や⾦融⽀援
・初動期と中⻑期の段階的な影響⼒と実⾏体制

組織間の踏み込んだ連携
によって実現したい。

45




